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研究成果概要

今まで大気ニュートリノの解析では、GEANT3をベースとした検出器シミュレーション、
skdetsimが使われてきたが、Gdによる中性子捕獲のシミュレーションがGEANT3に含まれ
ておらず、この相互作用を含んでいるGEANT4をベースとした新しい検出器シミュレーシ
ョン、SKG4の開発が進んでいる。 
skdetsimとSKG4を比較して、以下のような違いがあることが理解されている。 

a) ミューオンが崩壊する際に放出される電子は、ミューオンのスピン方向に出やすい
傾向があるが、SKG4ではスピン依存性が考慮されていない。 

b) 負電荷のミューオンが原子核に捕獲された後崩壊する場合、崩壊電子のスペクトラ
ムは核子へのエネルギー移行の影響を受けるが、GEANT4ではそれが考慮されていな
い。 

 こうした点を修正するために、コードが修正された。図aは崩壊電子の方向とミューオ
ンスピンの相関、図bは崩壊電子のスペクトラムを示している。変更後、いずれのケース
もskdetsimを再現できていることが確認された。 

図a 崩壊電子の方向とミューオンスピンの相関 



 
 

図b 崩壊電子のスペクトラム 
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